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はじめに

2003 1585 1513年に全国で 件の食中毒が発生し，うち

件について原因物質が判明した ． が
6) Campylobacter sp.

原因物質別であった食中毒が， 件( )と最も多491 31.0%

く，次いで が 件( )， がSalmonella Norovirussp. 350 22.1%

件( )であった．合計で 名が発症し，原278 17.5% 29,355

因物質別では によるものが 名( )と最もNV 10,603 36.1%

多く，次いで を原因とするものが 名Salmonella sp. 6,517

( )， が 名の順で，22.2% 2,824Clostridium perfringenns

は 件当たりの患者数が 名 と他にC.perfringenns 1 83.1 6)

2003比べ大規模食中毒の傾向が強かった そこで我々は．

年に本県で発生した食中毒の各事例について発生状況調

査，原因物質調査等の結果を解析したのでその概要を報

告する．

材料と方法

１．食中毒発生概況

年に三重県で発生した食中毒各事例毎に当該保2003

健所で調査した内容から，発生月日，発生場所，喫食者

数，患者数，患者の臨床所見，推定原因食品，原因施設

及び喫食場所等についてまとめた．

２．検査材料

患者ならびに原因施設の従業員から便を採取するとと

もに，施設のふき取り及び推定原因食品を収去し，これ

らから原因物質の検索を試みた．

３．細菌検査

保健所にて実施した細菌検査は，便及び推定原因食品

10 0.1mL 1を滅菌生理食塩液で ％乳剤にし その または，

～ 白金耳を目的とする菌種別の選択培地に接種し，所2

定の温度，時間，条件で培養した ．また必要に応じ
1 5) )

て ％乳剤の を約 倍量の増菌培養後，標的菌10 1mL 10

を分離培養した．分離菌は生化学的性状検査で種を決定

Polymerase Chain後 血清型別し 病原因子の遺伝子を， ，
1 5) )

( 法)で検索した．また，必要に応じ生物型Reaction PCR

た．別，毒素産生能等 も定法に従って実施し
1 5) )

４．ウイルス検査

糞便は で 倍希釈した乳剤を ℃Eagles' MEM 10 4

分 遠心し その上清をもう一度 ℃,3,000rpm,20 , 4

分遠心した上清を標的ウイルス検索に使用,3,000rpm,20

した．食品は， ( )で 倍希釈し，ストマッカーでPBS - 10

粉砕したした乳剤を ℃ 分遠心後，上清に4 ,3,000rpm,15

％ Ｍ (以下 )を 量加え24 polyethlengricol/1.5 NaCl PEG 1/2

℃で 晩静置した．翌日 ℃ 分遠心後，4 1 4 ,3,000rpm,30

沈渣を ( ) μ で再浮遊し， ℃ 分PBS - 500 L 4 ,10,000rpm,30

遠心した．上清に 量加え ℃で 分以上静置PEG1/2 4 30

した．静置後，浮遊液を ℃ 分遠心し，沈4 ,12,000rpm20

渣を μ で再浮遊したものを標的ウイEagles' MEM 500 L

ルス検索に使用した． 法によるウイルス検索にRT-PCR

は上記のように前処理した検体 μ から を138 L RNA

( )を用いて抽出し，QIAamp Viral RNA Mini Kit QIAGEN

Ⅰ( )で ℃ 分反応させ を分解DNase TaKaRa 37 30 DNA

後，食品については Ⅱ( )，糞Super Script RT Invitrogen



便については ( )でM-MLV Reverse Transcriptase Invitrogen

．42 1 cDNA℃ 時間反応させ を作製したものを使用した

下痢症ウイルスの検索は 法にて行った ．PCR 2 3 4) ) )

表１．2003年食中毒発生概要

No 発病月日 原因施設所在地 種 別 摂取場所 摂食者数 患者数 原因食品 病因物質

1 1月 13日 鳥羽市 飲食店 同左 118 64 不明 Norovirus
（船上バーベキュー料理） G2

2 2月 12日 桑名市 飲食店 同左 54 22 生食用殻付きかき（推定） Norovirus
（パーティー料理） G1，G2

3 4月 13日 鳥羽市 製造所 家庭他 16 11 鰹ふりかけ S.aureus
（サービス品）

4 5月 13日 南牟婁郡鵜殿村 保育所 同左 117 52 ショートケーキ(外注分) S. Enteritidis
（給食）

5 6月 14日 度会郡玉城町 飲食店 同左 32 26 鶏ささみ刺身（推定） C.jejuni

6 8月 30日 津市 飲食店 同左他 70 40 不明 V.parahaemolyticus
（寿司） O3:K6

7 8月 24日 名張市 飲食店 家庭 30 17 不明 V.parahaemolyticus
（仕出し弁当） O3:K6

8 8月 24日 四日市市 飲食店 会議場 50 43 不明 S. Thompson
（仕出し弁当）

9 8月 27日 鳥羽市 飲食店 同左 13 12 不明 S. Infantis

10 9月 25日 伊勢市 仕出屋 会議場 2300 341 不明 S.aureus
（折詰弁当）

11 10月 7日 員弁郡大安町 家庭 家庭 1 1 ショウサイフグ フグ毒

12 12月 20日 三重郡菰野町 ホテル 同左 177 81 不明（１２月１９日夕食 Norovirus
２0日朝食/夕食のいずれか） G2

計 2978 710

結 果

１．2003年の三重県における食中毒発生概況

表 に示したように 年に三重県では， 件の食1 2003 12

中毒が発生し， 名の摂食者のうち 名が発症し2,978 710

た． 名が発症した事例 は，名古屋市で開催さ341 No.10

れた大規模な学会で昼食に出された弁当により発生した

， ，ため 発症率は と低いものの大規模食中毒となり14.8%

事例で 年の患者数の を占める結果となっ1 2003 48.0%

た．

２．原因物質別発生状況

件の食中毒全てで原因物質が特定され， 件が自然12 1

毒食中毒（ショクサイフグのフグ毒）であり， 件がウ3

イルス性食中毒（全て ， 件が細菌性食中毒Norovirus） 8

であった．細菌性食中毒の内訳は によるSalmonella sp.

（ ， ， ），ものが 件 各 件3 .Enteritidis .Infantis .Thompson 1S S S

， によるものが共に 件発生V.parahaemolyticus S.aureus 2

1 Genotype 2し， が 件であった． ではC.jejuni Norovirus

が 件全てで検出され， 件は も同時に検出3 1 Genotype 1

された．

３．原因物質別患者症状

表 に 原 因 物 質 別 患 者 症 状 を 示 し た ．2

sp.V.parahaemolyticus Salmonella食中毒では下痢，腹痛，

及び 食中毒では下痢，腹痛，発熱， でC.jejuni S.aureus

は嘔吐，嘔気が高い発顕率を示した． 食中毒Norovirus

では下痢に加え嘔吐，嘔気も高い発顕率を示した．

食中毒では， 日当たり 回もの下痢を呈するC.jejuni 1 42

患者がおり，発熱は 食中毒で ℃を示すS.Enteritidis 40.2

患者もあった．

考 察

年は冷夏であったにも拘わらず， 年と比較2003 2002

して患者数が 倍に増加した ．その原因となった5.4 7)

による食中毒では，弁当を調理した仕出料理店S.aureus

は決して規模が大きいとは言えず，食中毒予防の基本を

無視した明らかな過大受注により食中毒発生予防の原則

が遵守されなかったことが原因と考えられた．

食中毒では，困難とされていた原因V.parahaemolyticus

TDH 2 PCR食品からの 産生株の分離は， 段階の増菌，

による 遺伝子スクリーニングを行い陽性となった検tdh

体から我妻培地を用いて検出する等の改良により，検出



例が増加してきたが，本年はいずれの食中毒でも直接的

な原因食品，原材料が保存されておらず分離することが

できなかった．津市で発生した 食V.parahaemo - lyticus

中毒では，調理している近くに，魚介類用の水槽が配置

されており，調理済み食品への 次汚染の危険性が高い2

ため保健所により改善指導がなされた． が原Norovirus

因物質となった食中毒では２件とも に汚染さNorovirus

れたカキの喫食が原因であった．うち１件は十分な加熱

がなされていれば防ぐことのできたものであった．食品

衛生法の改正により，過去食中毒発生時には検査対象と

はされていなかった微生物も視野に入れて，検査するこ

とが要求されるようになり，特に について検査法がNV

ほぼ確立され ，本年は全ての食中毒で原因2 3 4 8 9) ) ) ) )

物質が特定された．しかし，食文化の多様化は益々進ん

でおり，幅広い微生物種とりわけ，動物由来感染症原因

微生物に対する検査可能な態勢の充実，情報収集が必要

と思われる．
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